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中
央
会
の
し
ご
と

　中小企業団体中央会は、各都道府県に一つ設置された47の都道府県中央会と、中央に全国中
央会があり、中小企業等協同組合法に基づき、中小企業組合の連携支援機関として設置されて
いる団体で、組合等を会員として、国・県の助成金等により運営され、組合及び中小企業の健
全な発展を図ることを目的としています。
　佐賀県中小企業団体中央会の主な事業は次のとおりです。

1 支援事業

2 金融の相談・あっせん

3 教育・情報提供事業

4 調査・研究事業

5 組合助成事業

6 共済事業

7 青年部活動

8 建議・表彰・親睦・その他

●組合設立　　　　　中小企業の組織化に関する一切の支援
●窓口相談　　　　　組合並びに組合員の運営・経理・労働・金融・税務・情報化等の相談
●巡回相談　　　　　指導員の巡回による組合運営等の支援
●労働相談　　　　　労働問題全般についての支援
●個別専門指導　　　弁護士・公認会計士・税理士・中小企業診断士・各コンサルタント等の専門家による指導

●金融あっせん　　　商工中金をはじめ政府系金融機関等への事業資金の融資相談
●共同施設設置相談　中小企業高度化資金の導入指導等
●制度金融の相談　　組合共同事業資金等の県の各制度資金等の相談

●講習会・研修会の開催　　●情報の提供　　●教育器材の貸出　　●情報連絡員の設置

●各種実態調査　　●研究会等の開催　　●各種委員会・懇談会の開催

●中小企業連携組織等支援事業　●組合等の情報化対策事業　
●小企業者組織化指導事業……以上の事業の経費に対する助成

●中小企業倒産防止共済制度　　●特定退職金共済制度　　●総合保障共済制度
●企業年金保険制度　　●所得補償制度　　●中小企業オーナーズプラン　　●中小企業PL保険制度
●火災共済制度　　●自動車事故見舞金共済制度　●個人情報漏えい賠償責任保険制度

●中小企業青年経営者・後継者の資質の向上のための研修会の開催やそれに対する助成

●中小企業対策の強化・推進のために国・県等に対する建議陳情
●事業運営の優秀な組合及び功労役職員の表彰、国・県に対する表彰者の推薦

「佐賀県中央会YouTube公式チャンネル」
アドレス:www.youtube.com/channel/UC5-SgimaVNpnSLd２TtAvtTg

組合ホームページ探訪

　本会のYouTube公式チャンネルがオープンしました！
　皆様のお役にたつ動画、ほっとする動画、ためになる動画など、
様々な動画コンテンツを増やしていく予定ですので、是非動画サ
イトのユーチューブ（https://www.youtube.com/）から「佐
賀県中小企業団体中央会」を検索して、一番上に表示される検索
結果をクリックして、チャンネルをご覧ください！
　現在は、前号で紹介した「スゴサガジェット」を全編視聴できます。

（Googleの動画検索で「佐賀県中小企業団体中央会」で検索して
もOK！）



年 頭 の ご 挨 拶

　新年、明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年は、熊本地震をはじめ全国各地で近年になく多くの災害が発生し、今なお避難生活を余儀なくされて
おり、被災地の皆様には心からお見舞いを申し上げます。こうした災害では経営基盤の弱い中小企業にとっ
ては経営危機の引き金ともなるものであり、今年はこうした災害のない穏やかな１年であることを心から願
うところです。
　さて、産業界に目を向けますと、消費税率引き上げ前に一旦回復しつつあるかに見えた景気回復の動きが
引き上げ後大きく後退し、その後の日銀による我が国初の「マイナス金利」など、多くの対策が講じられて
きていますが、昨年もしっかりとした回復への足取りが見えず、そうした中で国際的には中国経済の景気後
退をはじめ、イギリスのEUからの離脱問題やアメリカ大統領選挙によるトランプ氏の当選をはじめとした
政治経済の動きが直ちに我が国経済に影響を及ぼす状況を目の当たりにしますと、いまさらながら世界経済
の動向を見据えた経営戦略の重要性が認識された年ではなかったかと思っているところです。
　こうした中でいよいよ人口減少が現実のものとなってまいりました。国の統計によりますと今年「酉」年
の新成人は１２３万人とのことですが、前回１２年前の「酉」年の新成人は１５０万人ですから２７万人の減少となり
ます。今後労働力に関しては量的にはもとより、質的にも供給サイドの限界を心底実感する年になってくる
ものと思っています。人口減少は単に労働力の安定的な確保という問題だけではなく、国内市場が確実に縮
小することが考えられ、内需頼みの中小企業にとってはこれからの舵取りが生死に関わってくることも考え
られるところです。
　こうした供給サイドの限界を克服する手立てとして徐々にその姿が大きくなってきているのが、いわゆる
第４次産業革命といわれています。消費者の潜在的なニーズを掘り起こし、新たなビジネスの創出が期待さ
れていますが、その実現のためにはこれまでの延長線上にない舵取りが求められるとも言われております。
　幕末・維新期佐賀の輝かしいモノづくりの技術・技能は、佐賀県の誇りであり、近代工業発祥の地ともい
える佐賀が次世代においても色あせることなく輝き続けるためには、県内企業の９９％を占める中小企業の新
たな挑戦が求められるところです。
　本県においては、昨年有田焼創業４００年を迎えて県内窯業界を中心に「次の４００年」の為に様々な取組が実
施されました。また、２０１４年の「三重津海軍所跡」に続いて「唐津くんち」が１８府県３３件の祭り「山・鉾・
屋台行事」の一つとして国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）の無形文化遺産に登録されました。来る
２０１８年、明治維新１５０年を記念して行われる「佐賀県明治維新１５０年事業」も始動しています。
　中央会としては、本県におけるこれら好材料を好機とし、組合の連携・組織化を通じて組合・企業の自立
化を図り、本業の“稼ぐ力”の強化が図れるよう精一杯取り組んでまいる所存です。会員の皆様には引き続き
ご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げるところです。
　今年は、酉年（とりどし）です。酉（とり）のつく年は、商売繁盛につながると言われています。酉（とり）
は「取り込む」につながると言われ、運気もお客様も取り込めるというものです。皆様にとりまして、この
由来のとおりの、充実した、活力ある１年となりますことを祈念いたし、新年のご挨拶といたします。

佐賀県中小企業団体中央会
会長　内　田　　　健
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　明けましておめでとうございます。平成２９年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　平成２８年を振り返りますと、英国のＥＵ離脱表明、米国のトランプ氏の大統領選の勝利など様々な事象に
よる国際経済の不透明感が増す中、国内では、少子高齢化・人口減少による国内市場の縮小と実需全体の収
縮や、熊本、鳥取、福島での相次ぐ地震、北海道や東北地方を襲った台風･豪雨による天災などもあり、多
くの中小・小規模事業者は、非常に厳しい経営を余儀なくされ、景気回復の実感が得られない年でした。
　他方、中小企業等経営強化法の施行、消費税法の改正による引上げの実施時期と複数税率制度導入の延期、
ＴＰＰ協定整備法の成立、ＩｏＴやＡＩをはじめとするデジタル化など、中小・小規模事業者を取り巻く環
境は、想像を超える速さで変革しています。
　政府は、「ニッポン一億総活躍社会」を閣議決定し、安倍総理の強いリーダーシップの下、「働き方改革実
現会議」等において、同一労働同一賃金などの非正規雇用の処遇改善、賃金引上げと労働生産性の向上、長
時間労働の是正、転職･再就職支援、人材育成などの改革に取り組んでいますが、私も同会議のメンバーと
して意見を申し上げてきたところです。人手不足が深刻化していますが、元気な中小・小規模事業者は、多
様な人材を育成し、活用していることを実感しています。
　こうした中、昨年１０月１９日に石川県金沢市のいしかわ総合スポーツセンターで開催した第６８回中小企業団
体全国大会では、組合の力に改めて意識を集中し、中小企業の生産性向上の底上げと、本業の稼ぐ力の強化
に向けて全力で取り組むことを確認いたしました。また、１１月２９日には、安倍総理をはじめ多数の来賓をお
迎えし、創立６０周年記念式典を開催することができました。人間で言えば「還暦」であり、平成２９年は、新
たなスタートを切るつもりで、諸課題の解決に全力で取り組んで参ります。
　まずは、組合の付加価値拡大への支援です。「ありきたり」の組合活動では価値はありません。組合の先（組
合員）の先（顧客）の先にあるニーズを把握して、組合ならではのサービスの提供を図っていくことが大事
です。また、組合事務局の事業承継も急務と考えています。地域社会との連携＝絆を深め、地域の経済を支
え、挑戦する中央会としての存在感を高めていきます。
　本年が、中小企業組合と中小・小規模事業者にとって充実した１年となりますことを心よりご祈念申し上
げまして、年頭に当たってのご挨拶とさせていただきます。

　　� 平成２９年元旦��　　

年頭に当たって

全国中小企業団体中央会
会　長　大　村　功　作
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年 頭 所 感

　平成２９年の新春を迎えるにあたり、所感の一端を申し述べて年頭のご挨拶とさせていただきます。

　まず、昨年のわが国経済を振り返りますと、良好な雇用環境が続いたものの、消費者マインドの悪化から
個人消費には弱さが見られました。海外経済の減速懸念から輸出は低迷し、設備投資も弱い動きとなりまし
た。また金融市場の動揺を受け、回復には停滞感がみられました。
　商工中金の「中小企業月次景況観測」によると、景況判断指数は「好転」「悪化」の境目である５０をやや下
回る水準で一進一退の動きとなりました。人手不足を感じる中小企業は多く、労働需給の逼迫による人件費
負担の増加等が引き続き懸念されました。
　このような環境のもと、商工中金は平成２８年熊本地震により被害を受けた中小企業の皆さまをはじめ、様々
な要因で業績や資金繰りに不安を抱える中小企業の皆さまに対し、組織をあげて危機対応業務を中心にセー
フティネット機能の発揮に最大限の対応を図り、中小企業の皆さまの資金繰りや経営の安定化へのサポート
を通じて、地域の雇用維持、経済の安定に貢献できるよう、取り組んでまいりました。
　中小企業の皆さまの企業価値向上に関しては、ものづくり補助金や中小企業等経営強化法をはじめとする
国の設備投資促進施策と連携するとともに、戦略的な海外展開を行う中小企業や地域経済への波及力の高い
地域中核企業、地域資源の活用に他の事業者と連携して取り組む中小企業や中小企業組合に対し、地域金融
機関等と協調しながら、リスクマネーを供給してまいりました。また、幅広い業種・業態において事業再編
や構造改革の動きが加速することが見込まれる中、「海外展開支援」、「Ｍ＆Ａ」、「事業承継支援」、「ビジネス
マッチング」等への取組みを強化してまいりました。
　再生支援については、各支援機関との連携を一層強化し、経営改善計画の策定支援やそのフォロー等のコ
ンサルティング機能の発揮、抜本的な再生支援、金融取引の正常化とその後の成長支援に取り組んでまいり
ました。
　商工中金としては、引き続き皆さまからのご相談に対して、懇切、丁寧かつ迅速な対応に努め、セーフティ
ネット機能の発揮に全力を挙げて取り組んでまいります。また、商工中金の強みであるネットワーク機能、
総合的な金融機能を結集し、グループ一体となって中小企業と中小企業組合の皆様の成長、再生支援等に全
力で取り組みます。こうした取り組みを、地方公共団体、地域の金融機関等の地域の各機関と幅広く連携し
つつ、地域の面的なものにつなげ地域経済の活性化に貢献してまいります。
　そして、「中小企業の、中小企業による、中小企業のための金融機関」として、これまで以上に皆さまか
ら信頼され、お役に立てるよう、役職員一同、全力で努力を続けてまいりますので、今後とも格別のご指導
とお引き立てを賜わりますようお願い申し上げます。
　年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝をお祈りいたしましてご挨拶といたします。

株式会社　商工組合中央金庫
代表取締役社長　安　達　健　祐
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「地域とともにある金融機関として、
� 中小企業組合を通じた地域活性化に貢献する」
株式会社商工組合中央金庫　佐賀支店　支店長　吉田憲太　氏

―本日はよろしくお願いします。金融機関の立場からみた景気
の現状はいかがなものでしょうか。

吉田　はい、当金庫で毎月出している「中小企業月次景況観測」
によりますと、景況判断指数は「好転」「悪化」の境目である
50をやや下回る水準で一進一退の動きとなっています。景
気は緩やかに回復しつつも、設備投資の力強さには欠けてい
る状況となっています。また、佐賀県内の状況ですが、当金
庫とお取引のある企業様とのお話の中では人手不足が深刻で
あり、労働需給のひっ迫から人件費負担の増加を懸念されて
いる企業様が多いですね。これにより、先行きの不透明感か
ら、県内においてもやはり投資意欲はあまり高くない状況で、
結果的に景況に関しても良くも悪しくも大きな動きのない、
停滞的な状況となっているようです。

―やはり、県内中小企業にとっても舵取りが難しい時期なので
しょうか。

吉田　そうですね。特に大企業と比較するとどうしても資金的
に厳しい面がある中小企業にとっては、投資というのは一大
決心が必要な政策ですので細心の注意を払うというのはむべ
なるかなと思います。

―中央会の会員である、事業協同組合をはじめとした県内各中
小企業組合は、そうした組合員企業の資金面のサポートや経
営資源等の補完を目的とした組織ですが、特に金融面で中金
さんにも多大な協力をいただいていますね。

吉田　商工組合中央金庫という名前の通り、当金庫は中小企業
団体及びその構成員の金融円滑化を目的とした組織金融機関
で、全国の中小企業組合の皆様にご出資いただいています。
我々としては、組合は当金庫にとって株主というだけでな
く、当金庫を支えていただく大変重要な基盤だと考えており
ます。地域経済にとって組合は共同事業を通じて個々の地場
企業の生産性向上や、地域資源等を活用した域外需要の開拓
等、その活性化という課題を解決する為に極めて有効な機能
を有しています。さらに、組合は組合の外部に向けての情報
発信機能と、組合員に対する内部的な情報伝達の機能も持っ
ていますので、これを最大限活用することで組合員の事業展
開を支える役割を担うことが出来る組織ではないでしょうか。

―そうした観点からみると、特に佐賀県のように、県内企業の
99％が中小企業といわれる地域では、組合組織の重要度は
非常に高いといえますね。

吉田　ええ。ですから、当金庫としましても、組合を通じた地
域経済活性化のお手伝いができればと考えています。組合等
中小企業専門の金融機関として、融資の面は勿論のこと、情

報提供などの面でも地域中小企業の皆様のお役に立つことを
喜びとして、当金庫の職員は日々業務にまい進しています。

―職員の皆様がそういった気持ちを持ちながら私たち中小企業
をサポートしていただけると利用者としても安心できます
ね。商工中金についてもう少し詳しくお教え願いますでしょ
うか。

吉田　商工中金佐賀支店では、県内全域において多くのお取引
先にご利用いただいており、先ずもってこの事について中小
企業の皆様に大変感謝をしております。当金庫では、平成
２0年秋のリーマンショックを契機とした経済・金融危機以
降、単なる「国の指定金融機関」という立ち位置から、さら
に中小企業の皆様のお役に立てるようにとの事で、危機対応
業務を中心にしたセーフティネット機能を発揮する為の施策
に取り組んできており、昨年は熊本地震により一時的な売上
減少を受けた中小企業の方への素早い資金対応なども行う事
ができました。

―熊本地震は、九州では滅多に起こらないとされてきた規模の
大地震で、地域中小企業の生産活動に対しても甚大な被害が
発生しましたが、金融施策における迅速な対応に関しても、
やはり過去の経験がいかされているのですね。

吉田　商工中金としては、全国組織の金融機関であるという強
みを最大限活かしながら地域経済を支える存在でありたいと
考えています。中央会と協力し、また地域金融機関等と協調
しながらお役に立っていきたい考えは昔から変わることはあ
りません。加えて、セーフティネット機能だけでなく時代に
合わせたニーズ、例えば地域資源の活用や海外展開といった
積極的で新しい取組もお手伝いさせてもらってきました。そ
れらの支援事例を経験値として、今後も積極的に支援に取り
組んでいきたいと思います。

―中央会としても、組合や組合員企業で新しい事業計画などに
よる資金需要があったときに、商工中金を上手く活用するよ
うにお手伝いをしています。
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吉田　地域金融機関と比べる
と、一般的にはなじみが少なく、
敷居が高いと感じられている事
業主の方もいらっしゃると思い
ますが、組合・組合員の皆様は
商工中金のオーナー様なのです
から、どうぞお気軽にご来店・
ご相談ください。単なる事業性
資金のご融資のみならず、事業
承継支援、M&A等、中小企業

経営の幅広い分野でお役にたてると思いますので、些細な事
でも構いませんので、経営についてお悩みがあれば我々職員
にも是非お気軽にお声かけいただければと思います。

―商工中金佐賀支店の特徴などございますか。

吉田　佐賀支店は、佐賀駅南口からすぐの中央大通り沿いにあ
ります。ご存知の方も多いかと思いますが、平成２4年２月
に現在の新店舗に移転しました。駐車場は店舗の裏側になり
ますが広く、バリアフリーにも対応した店舗となっていま
す。これは大きな特徴の一つですが、当支店の建物外観を是
非じっくりとご覧になってみてください。建物上部のガラス
の奥のデザインは、佐賀の名産品の一つである「佐賀錦」を
イメージしたものとなっています。実は佐賀支店の建物は商
工中金全店の中でも大変評判が良い建物なんですよ（笑）。
　　

―なるほど、それは気付きませんでした！帰り際にじっくり見
て帰ります。そうした評判のよい佐賀支店において、吉田支
店長が支店を運営するリーダーとして心がけておられること
は何でしょうか。

吉田　そうですね、まず「全員で意見を出し合おう」をモッ
トーとしています。一人で悩まず、全員で考えることでより
良い意見を出し合い、結果としてその事がお客様へのサービ
スの向上に繋がると考えます。そのためには、とにかく職員
が一人で問題を抱え込まないように、いつでも上役に相談で
きる雰囲気の職場にすることを心がけています。なにせ、私
自身が若いころになかなか上の人に報告できない案件を抱え
て困った経験がありますので（笑）、報告できない雰囲気に
だけはしたくないですね。

―「長」自らがそういった気持ちを持っていただけると、部下
の立場として安心して働けますね。そんな支店長の人となり
についてお聞きしたいのですが、ご趣味や好きな言葉など何
かございますか。

　
吉田　現在は忙しくて離れていますが、高校時代には吹奏楽部
に所属し、また、大学時代にはクラシックギター部に所属し
ていました。もし時間が出来れば、また何か楽器を始められ
ればと思っています。先般、貴会の江島専務にお誘いいただ
き、「さが県民「第九」」のイベントに初めて参加させていた
だきました。音楽繋がりで、元々カラオケも大好きですが、
合唱は全く初めてなので練習では最初苦労しましたが、本番
では楽しく歌う事ができました。機会があれば是非また参加
したいですね。それから、座右の銘としては「走りながら考
える」を挙げたいと思います。私がこの通りの事が出来てい
る、というわけではなく、むしろ慎重な性格であるため、戒
めの言葉として常に心に留め置きたいと思う言葉です。

―「慎重さ」と「走りながら考える」は相反するように見えま
すが、ビジネスにおいても、ある種の生き物である組織の運
営においても確かにどちらも必要な価値観だと思います。　
　　

吉田　価値観といえば、最近読んだ本でおすすめしたいのが京
セラの創業者、稲盛和夫氏の「働き方」と、植松三十里とい
う方の「黒鉄の志士たち」です。前者は、目の前の仕事に真
面目にコツコツと取り組んでいくのが大切だ、というメッ
セージを読み取る事ができます。私自身、幸運は努力してい
る人の前にしか現れないと考えるので、非常に共感を以って
読むことができました。一方後者からは、幕末、佐賀藩士た
ちの反射炉建設・大砲鋳造にかける熱い思いが伝わり心打た
れました。

―愚直にコツコツと仕事をすること、一方で、反射炉・大砲と
いう、新たな技術を作り出そうとする進取の気性、佐賀県に
おける中小企業経営のヒントになりますね。最後に、本会会
員組合、企業様に向けたメッセージをいただけますでしょう
か。

吉田　繰り返しになりますが、商工中金は、中小企業組合並び
に組合員の皆様のための金融機関です。経営に関しての悩み
ごと、相談がございましたら是非お気軽にお声かけください。
また、中央会様とは平素より大変仲良くさせていただいてお
ります。特に「中央会推薦貸付制度」（※）は商工中金と中央
会が共通して支援するテーマを選定し、そのテーマについて
取り組む中小企業・組合に対し融資や情報提供を行う等、中
央会の組合支援事業と商工中金の金融機能を効果的に組み合
わせたものです。ぜひご活用ください。また、商工中金は去
る平成２8年1２月で創立80周年を迎えました。これを記念し、
少しでも商工中金の取り組みを知っていただきたいという事
で、事業紹介の映像を制作、商工中金のホームページの動画
紹介サイトと、動画サイト「YouTube」に公式チャンネル
を開設して公開しておりますので、是非ご覧いただければと
思います。

―本日はお忙しい中、示唆に富んだお話をありがとうございま
した！

※中央会推薦貸付制度については佐賀県中小企業団体中央会ま
でお問い合わせください。

「県内中小企業の金融・経営のことなら何でもご相談ください！」
株式会社商工組合中央金庫 佐賀支店
〒840-0801 佐賀市駅前中央1丁目6番23号
　　　　　　 TEL 0952-23-8121　
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　佐賀県中小企業団体中央会は、株式会社商工組合中央金庫とともに地域中小企業の発展に尽力・貢献し
たとして商工中金創立80周年を記念し、安達健祐社長より感謝状をいただきました。
　去る12月2７日、商工中金佐賀支店・吉田憲太支店長（写真右）が本会にお越しになり、本会内田健会長（写
真左）が出席し、贈呈式が行われました。
　本会職員一同、これからも商工中金とは地域経済における車の両輪として、県内中小企業者の支援にま
い進していきたいと決意を新たにしております。
　会員組合様におかれまして、金融に関するご相談等がございましたら、まずは是非中央会にお気軽にご
相談ください。

中央会トピ
ックス

❦商工組合中央金庫より感謝状をいただきました❦

平成29年度  中小企業活路開拓調査・実現化事業について
　中小企業が単独（一社）では解決することが難しい問題を解決するために、中小企業組合等で連携して取り組む事業の調査やその実
現化について支援を行う全国中小企業団体中央会の補助金です。　
　製品の開発から展示会出展まで、さまざまな事業に利用できます。本事業への取り組みをお考えの組合等は、是非本会までご相談く
ださい。

■補助対象組合
①事業協同組合　②事業協同小組合　③火災共済協同組合　④信用協同組合　⑤協同組合連合会　⑥企業組合　⑦協業組合　
⑧商工組合（同連合会）　⑨商店街振興組合（同連合会）　⑩生活衛生同業組合（同連合会）　⑪社団法人（特例民法法人）　
⑫一般社団法人・公益社団法人　⑬共同出資会社　⑭ＬＬＰ　⑮任意グループ
�
　　詳細は本会までお問い合わせいただくか、全国中小企業団体中央会ホームページ（http://www.chuokai.or.jp/）からご確
　認いただけます。応募に関して、それぞれ条件や期間等がありますので、必ずご確認ください。

組合を基盤とした組合員向け情報
ネットワークシステム等の実現可能
性調査 /構築に対し助成

中小企業者が、共同して新たな活路を
見出す為に実施するビジョン作成や
その具体的事業化に対し助成

中小企業者が、共同して販路拡大のた
めに、新製品及び新技術を展示会等に
出展する、または自ら展示会を開催す
る事業に対し助成

補助対象経費の 6/10 以内
最高 11,588 千円
（条件により最高20,000千円）
最低　1,000 千円を限度

補助対象経費の 6/10 以内
5,000 千円を限度

補助対象経費の 6/10 以内
11,588 千円を限度
（条件により最高20,000千円）

中小企業組合等
活路開拓事業
（一般活路）

中小企業組合等
活路開拓事業
（展示会等出展・開催事業）

組合等情報ネットワーク
システム等開発事業 同　　上

補助事業名 内　　　　　容 補助金額 応募期間

平成29年2月8日（水）

4月28日（金）
（消印有効）

〜

※補助率・補助金額は過年度分です

■問合せ先　佐賀県中小企業団体中央会　TEL�095２-２3-4598／FAX�095２-２9-6580
　全国中小企業団体中央会ホームページ　http://www.chuokai.or.jp/
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　インターネットが社会のインフラとして定着した現在、インターネットを利用する個人から企業に至るまで、
サイバー攻撃という目に見えない「脅威」に曝されています。
　サイバー攻撃の目的はシンプルで、「ターゲットから利益を引き出す」という、犯罪行為そのものを目的と
しているものが殆どです。代表的なものが「ランサムウェア」と呼ばれるウィルスで、これに感染すると、パ
ソコンの中のファイルが全て暗号化されてしまいます。すると、ワードやエクセルで作ったファイルが開けな
くなるわけです。元通り開けるようにするためには、ランサムウェアを送りつけた相手にお金を支払って暗号
化を解除してもらうしかない、というものです。
　ランサムウェアは悪質で、今のところ世に出回っている既存のウィルス対策ソフトではファイルを復号（元
に戻す事）が出来ないケースが殆どです。従って、パソコンの中に顧客名簿や過去の決算書など、失ってしまっ
たら取り返しのつかないデータがあった場合は泣く泣く諦めるのか、それとも「犯人」にお金を支払うのか、
どちらかしか取る手立てがありません。
　サイバー攻撃は自分とは縁遠い世界の話だろうとお考えかもしれませんが、実際に県内でも被害が発生して
いるとの報告があります。
　こうしたサイバーディフェンスに関して、国内の第一人者として名高い方を講演者として迎えるシンポジウ
ムが開催されます。講師の名は「名和利男」氏。ＮＨＫの「プロフェッショナル仕事の流儀」でもその仕事と
生き様が紹介された名和氏は、航空自衛隊出身で、自衛官時代に独学でサイバーディフェンスを学び、サイバー
分野の国防の第一線で活躍された方です。今やこの業界において比類なき能力者であるとして「トップガン」
の異名を持つ名和氏。名和氏の貴重なお話を聞くことが出来、またサイバーディフェンスの要点について知る
ことが出来るシンポジウムに、是非ご来場ください！（当日席もありますので、是非ご来場ください！）

セミナーのお知らせ

佐賀県サイバーセキュリティ対策シンポジウム
明日から実践するサイバーセキュリティ対策

日　時：平成２９年２月１４日（火）　１３：３０～１６：３０
場　所：アバンセホール
参加費：無　料！
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佐賀県陶磁器工業協同組合・肥前陶磁器商工協同組合
新春新作展示会開催！

　去る１月11日（水）、12日（木）
の二日間にわたり、有田町「焱
の博記念堂」をメイン会場に、
佐賀県陶磁器工業協同組合（原
田元理事長）と肥前陶磁器商
工協同組合（木原長正理事長）
共催による有田焼の新春新作
展示会が開催されました。
　有田、伊万里、武雄、嬉野
各地の窯元69社がそれぞれに
工夫を凝らし、技術の粋を尽
くして製作した美しい新商品

の数々が展示され、来場した、県内を中心とする組合員商社やその取引商社等の担当の方々
と各窯元との商談が活発に行われました。
　参加した窯元の一つ、肥前吉田焼窯元協同
組合の（有）副久製陶所、副島久洋さんは「今
年は２日間の開催期間で、１日目、２日目と
来場される商社さんを分けてあり、来場され
た商社さんもじっくり時間をかけてお目当て
窯元の新商品を見る事が出来るのではないで
しょうか」と感想を述べられていました。

組合

トピッ
クス

　本会では今年も、有田焼新春
新作展示会にＰＲ出展させてい
ただきました。
　展示会来場者・出展者の組合
員窯元・商社の各皆様に対して
各種支援施策のＰＲを目的に設
けられました、「支援機関」のＰ
Ｒスペースで、本会ＰＲの為の
スライドショーを上映し、また
中央会組織と事業等をＰＲする
パンフレットを配布させていた
だきました。

今年も中央会ブース出展！
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　去る12月７日（水）、佐賀市・佐嘉神社記念館において、佐賀県中小企業団体事務局代表者会の研修会（講
習会）が開催されました。

　今回の研修会は、講師に東京からプルデンシャル生命保険株式会社・シニアライフプランナー東城光孝
氏をお迎えし「元銀行員から見た中小企業の事業承継」をテーマとして、講習会形式で行われました。
　講話の中で東城講師は、まずご自分の履歴から紐解き、一流銀行での経験とそこで考えたこと、退職を
決意して現在の職に就き、中小企業のサポートを始めたいきさつ、そこで出会った外食チェーンの経営者
とのエピソードなどをお話しされ、中小企業の経営サポートがいかに自分にとって重要な仕事なのか、情
熱的にお話しされました。続いて、事業承継に関連して現在世間を騒がせているＯ社、Ｌ社という大手企
業を例にとりながら、事業承継が上手くいっていないポイントはどこにあったのかを具体的に指摘、解説
されました。その具体例の中から反証的に導き出される「上手な事業承継」に関して、事業承継の４類型「親
族内承継」「親族外承継」「Ｍ＆Ａ」「廃業」それぞれのケース別にお話されました。また、つい混同されがち
な「事業承継」と「株式承継」に関してその違いを解説し、株式承継に関し、前述の４類型ごとに、株式
を「贈与」するのか、あるいは「譲渡（売却）」するのか「相続」なのか、後継者にどう譲渡していくか
が最適なのかについて解説をされました。
　現在、県内の中小企業においても、ちょうど世代交代を迎える企業が増えつつあり、今回の研修会に関
しては関心も非常に高く、参加した代表者会会員は熱心に先生の講義に聞き入っており、講義終了後の質
疑応答においても会場から積極的に挙手・質問が出るなど時間が惜しまれる研修会となりました。
　研修会終了後は、忘年会を兼ねた懇親会が開催され、東城講師にもご参加いただき交流を深める事がで
きました。

　事務局代表者会は、事務局を持つ佐賀県内の協同組合の事務局代表者同士の交流と研鑽を目的に平成
６年結成されました。本会の趣旨に賛同していただける未加入の組合事務局がございましたら、是非加入
をご検討ください。
　加入のお問い合わせは事務局　TEL�095２-２3-4598（中央会・労働部）まで。

会　長　百武龍太郎（佐賀県陶磁器工業協同組合　専務理事）
会員数　33名

佐賀県中小企業団体事務局代表者会

　東城光孝（とうじょうみつたか）氏　1991年富士銀行（現みずほ銀行）入行。都内、関西の計5店舗を経験。主な職務は、法人営業担当として、新規法人顧客の獲得、
既存取引先の融資案件の発掘、取引企業の営業協力等。
　2002年 みずほ銀行統合直後、3行交流人事の役職者第一陣異動対象に選抜され、当時の旧富士銀行から旧第一勧業銀行の支店へ異動。
　2006年 法人営業課長職を最後にみずほ銀行を退職、同時に、銀行員時代の先輩からの誘いにより、プルデンシャル生命保険㈱入社。以降、銀行員時代の経
験を基にした銀行取引や、事業承継等の中小企業の経営面のサポートや、これまでの人脈を駆使した、営業面のサポートを中心に展開している。特に、飲食業
界に強みを持っており、大手居酒屋チェーンの経営者や、有名ラーメン店グループの経営陣とのつながりも深く、ヒト、モノ、カネの様々な角度からの助言サポー
トを求められている。

○講師紹介

東城光孝講師

佐賀県中小企業団体事務局代表者会・研修会開催
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公益財団法人
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　 =良い（DI>30%）、　 =やや良い（30%≧DI>10%)、　 =変わらない（10%≧DI>-10%)
　 =やや悪い（-10%≧DI>-30%)、　 =悪い(DI≦-30%)

景況NEWS
平成28年11〜12月分

　中央会では、県内３６業界より情報連絡員を委嘱し、毎月その業界の景況等についてご報告を頂
いております。
　ご報告いただいた平成２８年１１～１２月分の景況は下記の傾向を示しています。
　なお、全国中央会が取りまとめている全国の調査結果をご希望の方は本会までご連絡下さい。
全国中央会ホームページ（http://www２.chuokai.or.jp/keikyou.asp）からもご覧いただけます。

11月、12月の傾向

佐賀県内中小企業36業界の景況

　今期（11-12月期）の景況調査結果について＜前月比＞DI（全業種）をみると、主要指標である「売上高」は、11月
時調査結果ではマイナス13.4、12月時調査結果ではプラス24.3と、11月に一旦落ち込んだものの、トータルでプラス
に戻した。「収益状況」に関してみると、11月時調査結果マイナス3.3、12月時調査結果はプラスマイナス0.0となり、
前期調査時から少しずつ改善傾向にある。「業界の景況」も「収益状況」に連動して、11月時マイナス6.6、12月時3.0
と前期（9-10月期）から多少の改善の動きとなった。
　一方、今期の景況調査の結果について＜前年同月比＞DI（全業種）でみた場合、主要指標の「売上高」については、
11月時調査はマイナス23.4、12月時調査結果はマイナス18.2となり、前期（9-10月期）までのマイナス幅拡大傾向
から横ばい傾向へと移行。「収益状況」に関してみると、11月時調査結果はマイナス10.0、12月時調査結果はマイナス
12.1となり、前期から横ばいの傾向が続いている。全体的な景況感を表す、「業界の景況」についてみると、11月時調
査ではマイナス36.6となり大きくマイナス幅が拡大したものの、12月時調査ではマイナス2７.3と、若干戻したが、全
体の傾向としては景況感はよいとは言えない状況となった。（グラフ参照）

前　　月　　比 前 年 同 月 比

→ → → DI 評価 → → → DI 評価
売上高

[DI]=[増加]-[減少]
２3.3% 40.0% 36.7% −13.4% ２3.3% 30.0% 46.7% −２3.4%
48.5% ２7.3% ２4.２% ２4.3% ２4.２% 33.4% 4２.4% −18.２%

在庫数量
[DI]=[減少]-[増加]

２0.0% 60.0% ２0.0% 0.0% 15.0% 60.0% ２5.0% 10.0%
13.6% 68.２% 18.２% 4.6% 13.6% 68.２% 18.２% 4.6%

販売価格
[DI]=[上昇]-[低下]

10.0% 83.3% 6.7% 3.3% 10.0% 83.3% 6.7% 3.3%
15.２% 81.8% 3.0% 1２.２% 6.1% 87.8% 6.1% 0.0%

取引条件
[DI]=[好転]-[悪化]

0.0% 93.3% 6.7% −6.7% 3.3% 93.4% 3.3% 0.0%
0.0% 97.0% 3.0% −3.0% 0.0% 93.9% 6.1% −6.1%

収益状況
[DI]=[好転]-[悪化]

6.7% 83.3% 10.0% −3.3% 16.7% 56.6% ２6.7% −10.0%
1２.1% 75.8% 1２.1% 0.0% 6.1% 75.7% 18.２% −1２.1%

資金繰り
[DI]=[好転]-[悪化]

0.0% 93.3% 6.7% −6.7% 6.7% 83.3% 10.0% −3.3%
6.1% 84.8% 9.1% −3.0% 3.0% 81.8% 15.２% −1２.２%

設備操業度
[DI]=[上昇]-[低下]

２3.1% 69.２% 7.7% 15.4% 15.4% 61.5% ２3.1% −7.7%
２1.4% 78.6% 0.0% ２1.4% 0.0% 71.4% ２8.6% −２8.6%

雇用人員
[DI]=[増加]-[減少]

3.3% 93.4% 3.3% 0.0% 10.0% 80.0% 10.0% 0.0%
0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 6.1% 78.7% 15.２% −9.1%

業界の景況
[DI]=[好転]-[悪化]

6.7% 80.0% 13.3% −6.6% 6.7% 50.0% 43.3% −36.6%
18.２% 66.6% 15.２% 3.0% 3.0% 66.7% 30.3% −２7.3%

●DI［景気動向指数］値（全業種）� 上段が11月分、下段が1２月分

（調査票取りまとめ：平成29年１月18日　情報連絡員総数36名：11月回答数30名：回答率83．3％、12月回答数33名：回答率91．７％）
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< 業 界 通 信 >

■佐賀県菓子工業組合　理事長　中原正博　氏
　天候や気候温度など緩やかさもあり、全体的に菓
子の需要は安定していた。年間の重要なイベントの
一つであるクリスマス関係は日程が休日と重なり、
売上げは好調であった。1２月のトータルとしては前
年並みにプラスアルファと言う感じだ。菓子全体の
需要は比較的堅調な動きをしている。

■佐賀県製粉製麺事業協同組合　理事　井上義博　氏
　　手延べ優位、機械麺縮小の構図が続くと予想され
　る。
� � � �
■嬉野茶商工業協同組合　理事長　井上真一郎　氏
　1２月に入り歳暮商戦も活発になり、中級・上級茶
の需要が活気づいた。11月、1２月の緑茶見本市で
の上級茶の取り引きが、前年より活発で堅調だった
為、取引金額は前年より上回ったが、消費者自体の
歳暮用品の需要が少ない為小売店は前年を上回るよ
うな売り上げには至らなかった。売り上げは毎年前
年を下回るような傾向にある為、全国各地で廃業に
追い込まれている茶専門店が増えている中、異業種
との連携、また先を見据えた企画・販売で頑張って
いる茶店も増えている。

■諸富家具振興協同組合　事務局長　林田　茂　氏
　上期は売上が減少基調であったが、10月以降は増
加する組合員が増えている。また、年度末に向け官
庁関係からの受注が活発化。３月までは忙しそうで
す。

■佐賀県陶磁器工業協同組合　専務理事　百武龍太郎　氏
　共販実績は、前年比88．9％前々年比104％。前年
1２月の好調の反動ともみれる。商社経営者の高齢化
による規模縮小に伴う共販撤退や組合員窯元の共販
依存度の低下など共販に対する意識が希薄になって
いるのも現実であり、組合としての収益確保が課題
となる。只、組合員自体の受注に関して減少がない
ことが第一義である。
　

■肥前陶土工業協同組合　事務局　一ノ瀬秀治　氏
　1２月の陶土共同販売高は、対前年同月比約
108％、対前月比約93％で推移する見込み。秋の需
要期で伸びるでもなく、冬の低需要期に入り下がる
でもなく、良くもなく悪くもなくといった感じで底
堅く推移している。有田焼創業400年該当年として
の陶土の荷動きは前年度並みで終わろうとしている
が、今後この種が芽生え活気づいてくる事を期待す
る。

前月比ＤＩの推移（全業種）

前年同月比ＤＩの推移（全業種）

●DI〔景気動向指数〕値の推移
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■肥前陶磁器商工協同組合　専務理事　藤　雅友　氏
　前月比95.56％、前年比95.73％。
　1２月の動きは期待したほど数字が伸びなかった。企業間
での格差は見られるものの、方向性をしっかり見極め取り
組んでいるところは数字を牽引している。

■佐賀青果食品協同組合　理事長　岩永敏機　氏
　11月から天候が良くなったのでキャベツ白菜大根等の
入荷が増えて1２月中頃から安くなってきた。しかしトマト
はまだ入荷が少なく高値だった。年末のいちごは例年並み
だったが干し柿は1２月上旬まで気温が高く雨が多かった
ので乾きが遅れて入荷も価格も例年並みだった。みかんの
入荷は少なめで年末まで高値が続いた。しめ縄はほぼ１日
だけの入荷で例年並みの価格だった。概して正月用品への
買い気が盛り上がらず、セリは年末まで活気がなかった。

■佐賀鮮魚買受人協同組合　理事　坂田重利　氏
　本来ならば、1２月に入ると正月商戦に動きがあるが、
年末になっても動きが悪かった。特に塩数の子、タラバガ
ニ、ズワイガニ等。家庭で塩数の子を漬ける風習が無くなっ
た？又高価の為かタラバガニ、ズワイガニの売れが悪かっ
た。ノロウイルスの影響で生牡蠣が売れなかった。年々家
庭で正月料理を作る事が、薄れて来てる様だ。

■佐賀県石油商業組合　専務理事　光武　繁　氏
　11月に米国次期大統領にトランプ氏が当選（円安ドル
高）、さらにＯＰＥＣ（石油出国機構）の定時総会で減産
合意したため原油相場が急上昇。仕入値も急上昇したがガ
ソリンの値上げ転嫁が進まずに灯油の小売価格だけが急上
昇。この理由として、元売各社の夏場での灯油積み増しが
進まず、この10年で最低在庫。さらに11月下旬より北日
本に例年より早く寒波が押し寄せ灯油出荷が増大し、九州
では品薄状態になったため。

■佐賀県食肉事業協同組合　事務局長　吉田さおり　氏
　前月比、前年同月比は「不変」という回答ではあるが、
極端に増減していない為であり、「不変」の幅が広くなって
いる様に感じる。２年近く牛の値が高く、低迷状態は続く
と危惧している。

■鳥栖本通筋商店街振興組合　理事　永渕太郎　氏
　年末になり、物流や商品の動きが慌ただしくなっていた。
輸出製造業工場が円安で収入が増えたという。今月末決算
があり通年より多くの備品を購入入れ替えしてもらった。
商店街の飲食店は、どこも満席になり繁盛していた様子。
車の往来も多くなり、車道のある商店街としては、人通り
より行きかう車が目立った。

■佐賀県自動車整備商工組合　専務理事　保利昌宏　氏
　国土交通省では、Ｈ２6年度より自動車整備の仕事への高
校生等の理解向上を図り、自動車整備の仕事に就職する若
者を確保するため、国(運輸支局)が中心となり、各県自動
車整備人材確保・育成連絡会等と連携して高等学校の校長
等を直接訪問し、自動車整備の仕事の社会的重要性、将来
性について説明を実施しているが、Ｈ２8年度も全国の597

校に対して訪問を実施し、その結果が次のとおり公表され
た。
・�訪問した多くの高等学校で、自動車整備の仕事や整備士
が不足している状況をご理解いただき、パンフレットに
よる校内での情報共有や、進路指導の際に整備の仕事を
選択肢として紹介する等の前向きな反応を昨年度までよ
り多くいただいた。
・�一部自動車整備に対するイメージの改善はみられるもの
の、依然として３Ｋ等の昔のイメージが強く残っている
ことから、インターンシップや職場体験(特に地元の情報)
への要望の意見を多くいただいた。
　佐賀県でも、佐賀運輸支局長と当会の担当者と共に県内
の高等学校10校を訪問したが、全国と同様の意見要望があ
り、今後の国と連絡会の取組に反映させる事としている。

■佐賀県クリーニング生活衛生同業組合　理事長　坂本豊美　氏
　冬休みが来ても冬制服のクリーニングは年々減るばかり
です。

■佐賀県美容業生活衛生同業組合　事務局長　石丸忠良　氏
　売上は、前月・前年比とも若干増加した。要因としては
冬のボーナス時期であり、客単価の高いセットメニューの
売上が増加したことが要因と思われ、客数の伸びはなかっ
た。このことからも美容業界を取り巻く環境は競合過多等
厳しい状態が続いている。

■佐賀県建設工業協同組合　常務理事　川副健治　氏
　平成２8年1２月の公共事業は、前年同月比では件数は
14.0%の減、前月比で1.8％の減、請負額においては前年
同月比２6.4％の減、前月比19.9％の減となっている。平
成２8年11月の住宅着工は、戸数では前年同月比は13.3％
の減、前月比で14.２％の減、請負額では前年同月比は
14.5％の増、前月比で5２3.7％の増となっている。

■協同組合佐賀県鉄構工業会　事務局長　大坪一徳　氏
・業況…手持工事量が２カ月〜５カ月、工事稼働率が80％
　〜100％と、前月とほぼ変わりない。単価面も変動はな
　い状況である。
・動向…16年の需要は、15年度(500万ｔ)と同水準とな
　る見込みであり、端境期が続いたが、17年も大幅な伸び
　はなく5２0万ｔ程度になるとの予測である。
・問題点…ここ最近、鋼材価格が急騰して先行きが不透明
　なことから、発注も受注も慎重になっているもよう。

■佐賀東部管工事協同組合　事務局長　本田健一　氏
　今年の1２月は、駆け込み的に工事発注があり、前年及び
前月を上回る受注工事高となった。年間発注額も前年に較
べるとかなり上回っている。今後の発注額が気になるとこ
ろである。

■佐賀県貨物自動車事業協同組合　専務理事　志波弘道　氏
（１）季節的な要因で前月比では増加となるが、ドライバー

不足で取扱高は前年並みとなっている。
（２）軽油価格は、原油減産や円安レートなどにより徐々

に上昇して来ており、今後の価格動向を注視している。
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編集雑記

これからの行事・イベント

　組合や組合員企業で行うイベントや行事など、県一円に広く告知したいものがありまし

たら中央会連携企画部までご一報ください！

組
合
等

◎第17回うれしのあったかまつり
日　　時：１月２8日(土)〜２月1２日(日）　
場　　所：嬉野市　嬉野温泉本通り商店街一帯
お問合せ：一般社団法人嬉野温泉観光協会　TEL：0954-43-0137
概　　要：嬉野本通り商店街を中心として、百句百灯華灯籠、和紙と灯りのオブジェが立ち並び来訪者の目を楽しませます。期間

中には、旅館や飲食店では各店工夫を凝らした暖かい料理の特別メニューを味わうことができ、また郷土芸能や華麗な
踊りなど見所盛りだくさんです。

◎第1３回有田雛（ひいな）のやきものまつり
日　　時：２月４日(土)〜３月２0日(月）　
場　　所：有田町　町内の各商店ほか
お問合せ：有田観光協会　TEL：0955-43-２1２1
概　　要：数あるご当地ひな祭りのなかで姉妹都市のマイセン焼の雛人形や世界最大の磁器製ひな人形（有田焼）を展示。街なか

では、協賛店舗や窯元で、春を彩る有田焼雛人形が皆さまをお迎えし、協賛の飲食店では、限定の「御膳」メニューで
おもてなし。また、今年も「焼物で出来た人形」を全国から募集し「陶ひなコンテストin有田」を開催いたします。有
田焼創業400年を迎えますます盛り上がる有田に是非足を運んでみてはいかがでしょうか。

◎磁器ひいな祭り
日　　時：２月11日(土)〜３月５日(日）　
場　　所：伊万里市　大川内山
お問合せ：伊万里鍋島焼協同組合　TEL：0955-２3-7２93
概　　要：秘窯の里として全国的な知名度を持つ伊万里市・大川内山で磁器ひいな祭りが行われます。今年も、ひな祭りらしい工

夫を凝らした目玉展示を用意し、組合員一同で春を迎える季節に、来場者の皆様を暖かくお迎えいたします。

◎第17回佐賀城下ひなまつり
日　　時：２月11日(土)〜３月31日(金）
場　　所：佐賀市　柳町周辺、歴史民俗館、徴古館ほか
お問合せ：佐賀市観光協会　TEL：095２-２0-２２00　
概　　要：毎年恒例となり、年々来場者も増加している大好評の佐賀城下ひなまつり。鍋島小紋や鍋島家伝来のひな人形を展示し、

春の訪れに彩りを添えます。期間中には佐賀市歴史民俗館や徴古館等、さまざまな場所で関連イベントが行われ、春を
迎える慶びとともにひなまつり気分を堪能することができます。佐賀で日本の美しい歴史と伝統を堪能しましょう。

◎唐津のひいな遊び
日　　時：２月２5日(土)〜３月1２日(日）
場　　所：唐津市内各所
お問合せ：唐津のひいな遊び実行委員会（古代の森会館内）　TEL：0955-77-0510　
概　　要：「古代の森会館」「埋門ノ館」「旧唐津銀行」「町屋カフェ野いちご」「中尾家屋敷」の市内5つの会場で開催されるひなまつり

イベント。唐津に古くから伝わるひな人形の展示が行われ、話題の唐津スイーツを巡るイベント等も開催予定です。

　ついに誕生したトランプ政権。イメージによる評価が先走っている感
があり、トランプ政権への感想は保留にしたいと思いますが、そのトラ
ンプ大統領の孫娘もはまっていると話題になったのが日本人芸人・ピコ
太郎のYouTube動画「ＰＰＡＰ」。大変な旋風を世界で巻き起こした事
は記憶に新しいところですが、トランプ大統領の誕生もピコ太郎のＰＰ
ＡＰ旋風もキーワードは「インターネット」です。最近、立て続けに受
講したセミナーにて、中小企業がインターネットや「ネット動画」を上
手く活用して成果を挙げている事例を聞いたり、また商工中金が周年事
業としてYouTube公式チャンネルを開設した等の話を聞くにつれ、イン
ターネット開闢から四半世紀で、ついに中小企業もインターネット（サ
イバー空間）と「真剣に向き合うべき時期」が到来したのではないかと
感じる昨今であります。中小企業がインターネットと上手に付き合う為
の無料セミナーも２月14日に開催されますので、是非お誘い合わせの上
ご参加ください。（Ｍ）

組合活性化情報誌 　Link リンク　NO.219
平成29年1月31日発行

佐賀県中小企業団体中央会
〒840-0826　佐賀市白山2丁目1番12号

佐賀商工ビル6階
TEL.0952-23-4598   FAX.0952-29-6580

URL http://www.aile.or.jp　E-mail staff@aile.or.jp
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シンプルでわかり易く納得の共済掛金

県共済の各種プラン

営利でなく、相互の扶け合いを目的に。

自動車総合共済
MAP

Mutual Automobile Policy

企業の経営者、従業員、ご家族の皆様にお役に立ちます。

建物等の災害には
○火災共済
○休業補償共済

ケガや病気には
○生命傷害共済
○医療総合保障共済
○傷害総合保障共済
○所得補償共済
○労働災害補償共済

車の事故には
○自動車総合共済
○自動車事故費用共済

〒840－0826　佐賀市白山二丁目１番12号
佐賀県火災共済協同組合
TEL0952－24－6984　FAX0952－24－6907

お問合せ・お申し込みは　佐賀県中小企業団体中央会

企業の経費節減、個人の家計費の軽減にお役にたつ共済事業
今、注目されています。




